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イヌの牌を完全に摘出し，経時的に末梢血を採取，二種の抗グルカゴン血清 (A G S) を用いたラ
ジオイムノアッセイによりグルカゴンを測定した。 AG S18は膳グルカゴンに特異的に反応し，消化
管に存在する gastrointestinal glucagonー like immunoreactivity (GIGLI) とはほとんど反応せ
ず，主として勝グルカゴンと性状の一致する物質， glucagon immunoreactivity (GI)を測定する
ことが出来るもので， AGS10は GI およびGIGLI に等しく反応し， total glucagonー like immuno-
reactivity (total GLI)を測定する。両測定値の差より GIGLI が計算上求められる。牌摘後末梢血
中に GIGLI の異常な増加と，予想、に反して GIの異常増加が認められ，術後 9 日目まで観察し得たも
のでは，それぞれ術前の10数倍の値を示した。イヌ，ヒト，ウサギ，ラット，ブタの消化管各部粘膜
の抽出物についてしらべると，胃庭部に主として GI が含まれ，回腸以下に主として GIGLIが含有さ
れていることがわかった。消化管にも GI が存在することが明らかになったので，この物質を gastro ・










牌摘後に異常に増加していた GIGI ， GIGLIは，血糖を充分に低下させることの出来ない程度の少量
のインスリンを投与することによってともに速やかに下降し，また，不充分な量であってもインスリ
ンを連日投与することによって GIGI， GIGLI の異常な上昇はおこらず，インスリン欠乏が両物質の
血中での増加の原因と考えられた。
牌摘犬において GIGI ， GIGLI ともにソマトスタチン( SRIF) によって抑制されることがわかっ
た。しかし末梢血中の GIGLIの低下は GIGIのそれにおくれておこり，血中における半減期の差によ




















like immunoreactivity; 非特異抗体にも反応する物質)および GI (glucagon immunoreactivity; 
? ??
所謂勝グルカゴン特異抗体にのみ反応する物質)濃度は増加するが少量のインスリン投与，あるいは
ソマトスタチン点滴静注で両者ともすみやかに正常化した。また重症糖尿病にみられるごとく，消化
管グルカゴンはアルギニンには反応するがインスリン低血糖には無反応であった。これらの結果は消
化管ゲルカゴンが糖代謝と密接な関係を有することを明らかにし さらに糖尿病のグルカゴン分泌異
常の本体解明にも有益な手掛りを提供したものとして高く評価され得る。
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